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令和元年度９月 定例市長・市政記者懇談会の結果について 
 

日時 令和元年９月３日（火）午前１１時００分～１１時４０分 

場所 市役所２階 第１委員会室 

出席 市政記者クラブ１０社 
 

会見内容 

 

１．話題提供（１項目) 

１．「世界津波の日」２０１９高校生サミット ｉｎ 北海道スタディツアーの実施 

  について 

■ 高校生サミット ｉｎ 北海道は、９月７日（土）から１１日（水）の日程で開

催され、釧路市からは、北陽高校から３名、明輝高校から３名が参加いたします。 

そのうち、７日・８日には、スタディツアーとして世界２７カ国の１６１人の

訪問団（学生１３４人、引率２７人）が二班に分かれて、釧路市を含む道東地方

を訪れます。 

 

■ 釧路市を訪れる高校生の方々には、市民防災センターで、地震体験、消火体験

など、さまざまな防災体験をしていただくとともに、阿寒湖畔での大自然のもと、

エコミュージアムセンターでの阿寒地域の豊かな自然環境の解説や、アイヌシア

ターイコロでの「ロストカムイ」観劇など、先住民族アイヌの文化も体験してい

ただく予定となっております。 

 

■ また、北陽高校および湖陵高校を訪問し、「英語」を用いたさまざまなプログラ

ムに参加することとなっており、北陽高校におきましては、訪問団の皆さんが来

釧される６日（金）に、釧路空港で生徒会や美術部の学生２５名が出迎えを予定

しているほか、７日（土）は、体育館において、吹奏楽部の演奏による歓迎セレ

モニー、生徒会の学生による津波に関するクイズ形式の防災学習を行い、その後、

書道部・茶道部・美術部の学生の皆さんとともに、書道・茶道・折り紙といった

「和文化体験」をするグループや、柔道部・剣道部・弓道部の学生の皆さんとと

もに、「武道見学」を行うグループに分かれて、５０名を超える北陽高校の学生

と交流を深めることになっております。 

 

■ ８日（日）の湖陵高校では、生徒会や外国語部の学生を含む約４５名がお迎え

します。訪問団の皆さんに、高校の概要を紹介するほか、防災に関する内容とし

て、授業で作成した英語版の釧路市ハザードマップを用いて説明を行うとともに、

学生が現地学習をして得た「釧路湿原」のさまざまな情報を紹介します。 

その後、学生同士で、各国のさまざまな情報について共有し、交流を行うこと

になっております。 

 

■ 本事業は、雄大な自然や先住民族の文化といった地域の魅力を世界に発信する

と共に、防災の取り組みを通じ、釧路地域が世界のまちづくり・人づくりに貢献
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できるすばらしい機会であり、学生同士が外国語で話し合い、コミュニケーショ

ンを取ることでさまざまな刺激を受ける、非常に有意義な機会になると考えてい

るところです。 

 

２．その他（１項目) 

１．釧路市産後ケア事業について                       

■ 今年度から、新たに始まる事業で、出産後のお母さんと赤ちゃんの生活を応援

する事業です。 

 

■ 出産後、自宅に戻ってもサポートしてくれる人がいなくて不安な場合や、授乳

がうまくいかない、赤ちゃんの世話の仕方や生活リズムがつかめない、夜も眠れ

ないため体調がよくない、体を休めたいなどといった際に、病院に宿泊して、助

産師や看護師から母乳や育児の相談などのアドバイスを受けることができるもの

となっています。 

 

■ 本事業を利用できる方は、釧路市に住民票のある産後４カ月未満のお母さんと

赤ちゃんで、家族などからの十分な家事・育児の援助が受けられない心身の不調

や育児に対する不安がある方などを対象としております。 

実施場所は「市立釧路総合病院の産科病棟」で個室対応となっております。 

 

■ 利用期間は、お母さんと赤ちゃんの様子により１泊２日から２泊３日までとな

っており、１泊につき５千円（税込）に別途、食事代がかかります。 

 

■ 昨日９月２日（月）から、健康推進課にて利用申し込みの受け付けを開始して

おり、１０月１日（火）から実施いたします。 

 

■ 本事業につきましては、母親の身体的回復と、心理的な安定の促進により、健

やかに母親とその家族が育児できるよう支援するため、また次の出産にもつなが

る重要な事業であると認識しております。 

これからも釧路市として、安心して子育てできる環境を整えていきたいと考え

ております。 

 

３．質疑要旨 

（質問） 

・ 「世界津波の日」２０１９高校生サミットスタディツアーについて、期間中に、

市長が参加される日程はありますでしょうか。 

（市長） 

・ 参加する予定はありません。 

 

（質問） 

・ 「産後ケア事業」について、原則一家庭につき、２泊３日まで個室での対応と

いうことですが、病院側のキャパシティとして、１日当たり何家庭まで受け入れ

が可能でしょうか。 

（健康推進課課長補佐） 

・ １日１組の受け入れとなっております。 



3 
 

（市立釧路総合病院事業部次長） 

・ 患者さんの看護をしながらのケアになりますので、１日１組までとなっており

ます。 

 

（質問） 

・ 「産後ケア事業」について、来年度以降も続けていくのかお伺いしたい。 

（市長） 

・ 継続していく事業として、考えております。 

 

（質問） 

・ 「産後ケア事業」について、１泊につき５，０００円程度で利用できるという

ことですが、経費はいくらか市の方が助成をしているのでしょうか。 

（市長） 

・ はい、そうです。他の自治体の産後ケアを参考にして、１泊５，０００円で、

食事代は別といった形にして、使いやすいところに設定しております。 

（質問） 

・ 他の自治体で、このような事業の事例はありますでしょうか。 

（市長） 

・ 各自治体でも色々な取り組みの中で、産後ケアを実施しているところはありま

す。各市でも、金額的には様々なものがありますが、今回、私どもの方では、こ

のような形で、産後ケアをしっかりと行っていこうというものです。 

 

（質問） 

・ 「世界津波の日」２０１９高校生サミットスタディツアーは、本隊が別にあっ

て、そのうちスタディツアーを釧路が受け入れるということでしょうか。 

（都市経営課課長補佐） 

・ 全体で４３カ国、２５７人が来道し、そのうち２７カ国の方々が釧路市に来て、

残りの方々は奥尻町を中心とした道南の方面に向かいます。 

スタディツアーが終わった後に、札幌の方で二班が合流し、日本の学生も一緒

になって、高校生津波サミットが開催されることになっております。 

 

（質問） 

・ 来年度の概算要求がまとまったことについて、市長はどのようにみていらっし

ゃいますか。 

（市長） 

・ 私どもが、特に要請してきた石炭の研修事業が盛り込まれており、概算の段階

でありますが、個別の事業として当該事業が盛り込まれたことは、良かったと思

っております。 

  今後、１２月に向けて、ＫＣＭ研修事業について、しっかりと予算付けをして

いただきたい旨のお話をしていきますし、他に基盤整備事業等についても、予算

を獲得できるように進めていこうと思います。 

 

（質問） 

・ ＫＣＭの概算要求の関係で、例年どおり計上されたということですが、火力発

電所の建設が１年近く遅れるということで、地産地消・自立経営という目的の中

でやってきたことが遅れる状況になります。事業として１年空白ができてしまう
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ということで、概算で個別に付いており、これから１２月が勝負であると思いま

すが、例年の要請・陳情と比べて、より力を入れるものがあれば教えていきただ

きたい。 

（市長） 

・ ご案内のとおり、研修事業は、継続ではなく単年度事業という形になっており、

しっかりと概算のところで、総額の予算を確保していく要請をしていきながら、

地域をあげての要請であるとか、国会議員の皆様方のお力をいただいて確保でき

たところであり、それが今回、概算の中に盛り込まれたということで、非常にほ

っとしており、良かったと思っています。 

  その上で、先程、お話したように、予算の最終的な決定は年末でありますから、

ここに向けて、例年同様、しっかり予算が確保できるように進めていくという考

え方です。 

火力発電所の遅れにつきましても、しっかりと説明をしてきたところでありま

すので、理解していただいていると思っております。単年度、単年度という位置

付けも、まさにＫＣＭの自立化ということがあり、そこに向けて火力発電所が建

設され、稼働し、その中で地産地消のエネルギーということになっております。

ここは、色々な予算を回しながら、自立的に進めていける形のものになりました

ので、そのような意味では、遅れについては、どうしても冬期間凍っているであ

るとか、人員の確保等の問題があったのですが、その後、順調に予定どおり進ん

でいるということを伺っておりますので、令和２年度の概算要求につながったと

思っております。このことで安心することなく、しっかり要請し、予算を確保し、

来年１１月以降の稼働に向けて、そして、その後に向けて、しっかりと進めてい

くことが必要だと思っております。 

 

（質問） 

・ 日韓関係の悪化で、双方の空港を結ぶ航空便が運休するということが出ていま

すが、釧路の観光面に与える影響は、どのように考えておりますか。 

（市長） 

・ 搭乗率が、釧路空港で６９．８％、女満別空港で６５％ぐらいということで、

影響はあったと思っております。当然、国としての対応は、あって然るべきこと

だと思っておりますし、全国各地にこのような影響が出ていることについては、

ある意味仕方のないことだと考えております。 

（質問） 

・ 札幌や、旭川空港等で、韓国の方々に対するＰＲやイベントを催されているこ

とを聞いているのですが、釧路市として、そのような需要を喚起する対策はあり

ますでしょうか。 

（市長） 

・ 当然、来ていただいた方々には、そのような対応をしているところであります。

どこからであるかに限らず、来ていただいた方には、私たちの地域の中でのおも

てなしをしっかり進めていきたいと考えておりますし、皆さんに楽しんでもらえ

るように努めていくのは、当然、観光事業者の方にも考えていただくことと思い

ます。 

（質問） 

・ チャーター便の搭乗率が７０％を切っている状態は、やはり日韓関係の影響と

みてよろしいでしょうか。 
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（市長） 

・ はい、そう思います。 

（質問） 

・ 予約があったけれども、キャンセルが相次いであったことによって、搭乗率が

減少したということでしょうか。 

（市長） 

・ タイミング的にというよりは、昨年度からの流れの中で、顕著に表れてきた部

分だと思います。実際に募集等を行っていった時にどうなのかという疑問があっ

た状況でありますので、そのような意味では、いたしかたないものがあると思っ

ております。しかしながら、韓国の方々は、大変、北海道が好きなところだとい

う話をしておりました。このような大きな流れの中で、なかなか来られない形に

なっているのかと思っております。 

 

（質問） 

・ クジラの季節になってきました。クジラ祭りもあるのですが、ラグビーのワー

ルドカップや、来年はオリンピックがあり、インバウンドの中には、クジラを捕

ってはダメだという人々もたくさん来日します。昨日も、海外の通信社が来てい

ましたが、これまで、釧路でクジラを捕っているのかといったような問い合わせ

は来ておりますでしょうか。 

（市長） 

・ 問い合わせは、特に来ておりません。日本の側が言っているものは、しっかり

と科学的な根拠に基づいた形を進めていくということであります。どうしてもＩ

ＷＣの中では、感情的なものがあり、冷静な議論がなかなか進まないということ

での脱退であって、そこで、しっかりと日本の国としても、頭数や期間を決めな

がら、今までの調査捕鯨の中で、科学的な根拠を示しながら行ってきたことを継

続し、それが調査捕鯨という形ではなく、新たに商業捕鯨という言葉にはなって

おりますけれども、中身的には、私は、まさに調査捕鯨の延長という形で進めて

いくものであると考えておりますので、そのような意味では合理的に、冷静に考

えていけば、理解は得られるのかと思っております。 

 

（質問） 

・ 「宿泊税、観光税」の関係について、導入することを前提に検討を進めていか

れていると理解しているのですが、札幌市が本格的に実施していくということや、

北海道も検討を加速させるという状況になっておりますが、釧路市としての検討

状況として、開始したい時期的な目途を含めて、どのようになっているのか教え

ていただきたい。 

（観光振興監） 

・ 現在の状況は、あくまで、北海道がなかなか具体な制度の考え方を示していな

いので、税額も含めて、定額であるのか税率であるのか、そのような制度面も含

めて状況を見極めております。また、検討されている自治体は、ニセコ町、札幌

市以外にもありますので、そのような自治体とも情報共有しながら、検討を進め

ている状況です。時期がどうであるとかまでには、まだ達していない状況です。 

 

（質問） 

・ ９月６日に、胆振東部地震から１年を迎えるということで、市長の所感をお伺

いしたい。また、地震の影響がないにしても、ブラックアウトの問題で、釧路も
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影響が出ていたと思います。今後の防災対策に対する考え方をお伺いしたいと思

います。 

（市長） 

・ あの時は、私は、朝、東京にいたのですが、予定を変えて、朝一番で戻って来

ました。電気が止まっている状況で、朝で明るくなっていたのですが、地震とい

うよりブラックアウトということで、本当に電力がなくなっている中で、産業、

街自体が大変な状況になったところでありますので、やはり、防災対策をしっか

りと進めていかなければいけないと思っております。ブラックアウト自体が起こ

っていいのかということが、一つ議論としてあるのですが、実際に起きた訳であ

りますので、そのようなことが出てくると思います。 

  この１年間の様々な対策について見ていきましても、北海道内の送電について

は、まだ脆弱なものもありますので、そのような意味では、釧路市内に、建設が

遅れたといっても順調に進んでおります火力発電所を持つことということは、意

義があることだと考えております。 

  その上で、防災の部分で、今度、北海道では、第二期の強靭化計画を来年春か

らスタートさせるということで、この作成作業に入っております。私は第一期も

入りましたけど、今回、第二期の策定メンバーの方に、市長会を代表して入って

おりますので、しっかりと進めていきたいと思っております。この北海道の強靭

化計画のポイントになるのは、防災・減災ということもありますけれど、もう一

つバックアップ拠点という、つまり今までの効率の良い形の中で、進められてい

たものが、実は脆弱性につながってくるということで、しっかりとバックアップ

できるような体制を、平時の中で築いていくというものがあります。 

  地震ではなかったですが、台風が４つ来て、うち３つが上陸して大雨によって、

道路が分断され、道東道が生きたということがありました。まさしくあの時に、

物流体制が、苫小牧の中で進めていたものを、この釧路を活用していくというこ

とも行ったところであります。やはり、日頃からそのように色々と活用すること

で、脆弱性の解消につながるということです。このようなものを想定していく防

災対策も、また一つ必要になってくると考えております。 

  他に、この地域といたしましては、千島海溝沿いの地震のシミュレーションが

あります。海溝型地震の中で唯一、国の方でシミュレーションが出ていないもの

が、この千島海溝でありますので、内閣府等に要請に行っているところでありま

すけれど、まだその目途が出ていないところであります。いち早く、そこを発表

していただいて、あわせて、しっかりとした対応ができるような南海トラフ地震

に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法のような仕組みについても、あわ

せて要請しており、そのようなところを続けていきたいと、改めて強く感じてい

るところです。 

（質問） 

・ 釧路総合振興局で、来年の春ぐらいまでに、非常時の電源体制を高めていくと

いう話が先日あったのですが、釧路市は、電源供給体制の強化策はお考えでしょ

うか。 

（市長） 

・ こちらにつきましては、情報をどのように取るかということが重要であると思

っており、市役所の災害対策本部に、市の情報が集まってくる形になっているの

ですが、民間も含めて、各部署がその情報を集めております。例えば、病院にな

りますと、市立病院がどのようになっているかということもありますが、労災病

院も日赤病院も、入院患者がいる病院の情報をしっかり取っていくということで

https://search.yahoo.co.jp/wrs/FOR=9fI6hsxV3igSXiDuGclMiA57M4qXPkcI6vfLQftFdC8p1j3jV110gCM7NdKsBgii1Nq6cf1ZUshoI0ZzIQQknOg.Pp7MN1TWnGqmeCX3PKMJPyfzFRMP0k9Fa8fVhdXs7wtwjqbqfDdQ7b_e1YXyNq7oQUOO6Wzfn6G6YTVSjMYoNMQinEStAQuVeH3BSXSFnpp4.fprh1F1M0meU5WQe3nXjtTHzwaWiMCyLGYrni2KpT9RmXI3a8u.g1fogt3CADD26Khe4QmEioYk8t8CmN6_h80KPIpn7gytOe.UpDcWag--/_ylt=A2Ri0HsEjXJdLhYAE0.DTwx.;_ylu=X3oDMTBtdTY1Z3BjBHBvcwMyBHNlYwNzcgRzbGsDdGl0bGU-/SIG=13km3mg3p/EXP=1567889092/**https%3A/elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail%3FlawId=414AC1000000092
https://search.yahoo.co.jp/wrs/FOR=9fI6hsxV3igSXiDuGclMiA57M4qXPkcI6vfLQftFdC8p1j3jV110gCM7NdKsBgii1Nq6cf1ZUshoI0ZzIQQknOg.Pp7MN1TWnGqmeCX3PKMJPyfzFRMP0k9Fa8fVhdXs7wtwjqbqfDdQ7b_e1YXyNq7oQUOO6Wzfn6G6YTVSjMYoNMQinEStAQuVeH3BSXSFnpp4.fprh1F1M0meU5WQe3nXjtTHzwaWiMCyLGYrni2KpT9RmXI3a8u.g1fogt3CADD26Khe4QmEioYk8t8CmN6_h80KPIpn7gytOe.UpDcWag--/_ylt=A2Ri0HsEjXJdLhYAE0.DTwx.;_ylu=X3oDMTBtdTY1Z3BjBHBvcwMyBHNlYwNzcgRzbGsDdGl0bGU-/SIG=13km3mg3p/EXP=1567889092/**https%3A/elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail%3FlawId=414AC1000000092
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あります。水産関係も、冷凍庫等を持っているところが、どのようになっている

かという情報を取るであるとか、あわせて、福祉の方でも介護施設の情報をしっ

かりと集めていきながらという形をとっています。そのような中で、例えば、電

源車をそれに合わせて応援に来ていただき、配置していきました。 

  本庁舎はご存知のとおり防災庁舎があることで、両方クリアできています。病

院もトータル機能の中で、どのような形で進めていくか連携をとり、必要なとこ

ろに配置するということであります。あわせて、冷凍庫の方も、作業に合わせて

の配置や取り組みを行っており、その上で、対応できるかできないかというとこ

ろも考えながら進めていく形になると思っております。ＪＡの方では、酪農家の

場合、１日２回の搾乳がある中で、乳房炎等にならないよう対応を行っていると

ころであります。前回は、配置いただいた北海道電力や、他に応援いただいたと

ころの中で、一定程度のものはクリアできたと思っております。 

（質問） 

・ ブラックアウトの時は、停電になり、私の職場のビルは、完全に電気が通じな

い状況で、このような職業を行っているので、パソコンと携帯やスマホがつなが

らないと仕事にならない状態でした。そのような中で、市政記者クラブは、電源

が通っていました。防災庁舎では、市民の方が行列を作って、電源供給を受けて

いる状況でした。実際に停電はありますので、その際の対策はありますでしょう

か。 

（市長） 

・ そのような意味では、防災庁舎の中で対応していくということになります。防

災庁舎単独で電源対策をしていくのか、他機関と連携しながら進めていくのかと

いうことですが、私ども、行政はそのような想定をしながら進めていく形になる

と思います。根本的な行政機能としては、防災庁舎のところでクリアできたと思

っております。 

（質問） 

   固定的な自家発電を増強するようなお考えはないということでしょうか。 

（市長） 

・ 自家発電のみでという形では、今の段階ではないです。これからの津波等の対

策であるとか色々と進めていく中で、そこを念頭に起きながら進めていくという

ことが、重要であると思っております。 

昔であったら、発電について一般的に進められているのは、非常用でした。当

市の場合は、７２時間のフル稼働という形の中での対応でした。他は、湿原の風

アリーナでも、そのような意味では対応しているのですけれども、非常用のもの

となっております。一定程度の灯りをとれるといった対応です。 

（防災危機管理監） 

・ 湿原の風アリーナは、フル稼働はできません。 

（市長） 

・ 市立病院については、今度の計画は７２時間にしようということです。今は、

病院の場合はフル稼働４８時間となっております。 


